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◆
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ

　

和
歌
山
県
立
文
書
館
で
は
、
過
去
の
和
歌
山

を
記
録
し
た
古
文
書
や
写
真
な
ど
、
貴
重
な
歴

史
資
料
の
散
逸
・
消
滅
を
防
ぎ
、
広
く
親
し
む

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

三
十
年
に
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
当
館
で
所
蔵
す
る
資
料
を
中

心
に
公
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
県

内
の
公
的
機
関
の
協
力
の
も
と
、
資
料
の
調
査

と
収
集
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
昨
年
度
収
集
に
協
力
い
た
だ
い

た
、

　
・
稲
む
ら
の
火
の
館
所
蔵
「
渋
谷
家
文
書
」

　
・
県
立
耐
久
高
校
所
蔵
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」

　
・
県
立
串
本
古
座
高
校
所
蔵
「
中
根
文
庫
」

に
つ
い
て
、
御
紹
介
し
ま
す
。

　 　

令
和
二
年
は
、「
稲
む
ら
の
火
」
で
よ
く
知

ら
れ
る
、
濱
口
梧
陵
の
生
誕
二
〇
〇
年
に
あ
た

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
館
で
は
濱
口
梧
陵
に
関

す
る
資
料
の
公
開
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
第

一
弾
と
し
て
、
広
川
町
の
稲
む
ら
の
火
の
館
が

所
蔵
す
る
「
渋
谷
家
文
書
」
を
借
用
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
作
業
を
行
い
、
梧
陵
の
誕
生
日
を
祝
し

て
、
令
和
二
年
六
月
十
二
日
「
和
歌
山
県
歴
史

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
公
開
し
ま
し
た
。

◆
濱
口
梧
陵
の
生
涯

　

梧
陵
は
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
六
月

十
五
日
、
濱
口
七
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
誕
生

し
、
そ
の
後
本
家
へ
養
子
に
入
り
家
督
を
相
続
、

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
渡
航
先
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
お
い
て
六
六
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
家
業
の
醤
油
醸
造
業
を
営
み
な

が
ら
、学
問
や
武
芸
に
励
み
、ま
た
郷
里
の
人
々

の
た
め
に
尽
く
し
ま
し
た
（
表
１
）。

　

特
に
嘉
永
七
年
（
改
元
し
て
安
政
元
年
、

一
八
五
四
）
に
発
生
し
た
南
海
地
震
に
お
け
る

活
躍
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
（
後
述
）。　

  

◆
渋
谷
家
文
書
の
概
要

　

渋
谷
家
文
書
と
は
、
旧

有
田
郡
広
村
（
現
広
川
町

広
）
に
所
在
し
た
渋
谷
家

に
伝
わ
っ
た
古
文
書
で
す
。

『
広
川
町
誌
』
に
よ
る
と
、

渋
谷
家
は
屋
号
を
ナ
ゴ
ヤ

（
名
古
屋
）
と
い
い
、
手
広

く
事
業
を
行
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

古
文
書
は
、
渋
谷
家
の

邸
宅
を
整
理
し
た
際
に
仏

壇
の
引
出
し
か
ら
二
三
点

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
書
状
や
履
歴

書
を
中
心
と
し
た
渋
谷
家

の
来
歴
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

な
か
で
も
資
料
番
号
１

「
夏
の
夜
か
た
り
」
に
は
、
稲
む
ら
の
火
や
広

村
堤
防
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
録
さ
れ

て
お
り
、
特
に
貴
重
な
も
の
と
言
え
ま
す
。
こ

の
「
夏
の
夜
か
た
り
」
を
記
し
た
の
が
、
明
治

時
代
に
実
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
渋
谷
伝
八

（
天
保
十
一
年
、
一
八
四
〇
～
明
治
四
十
三
年
、

一
九
一
〇
）
で
す
（
表
紙
写
真
）。

　
「
夏
の
夜
か
た
り
」
は
、
伝
八
自
身
の
実
体

験
や
見
聞
を
も
と
に
、
広
村
の
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
の
歴
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
に
県
が
「
郷

土
誌
編
さ
ん
要
項
」
を
定
め
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
執
筆
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
「
夏
の
夜
か
た
り
」
は
、
梧
陵
の
功
績

の
み
な
ら
ず
、
広
村
の
歴
史
を
知
る
上
で
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
本
の

画
像
だ
け
で
な
く
、
く
ず
し
字
を
活
字
に
な
お

し
た
翻
刻
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、「
夏
の
夜
か
た
り
」
か
ら
、
安
政
南

海
地
震
の
記
述
や
梧
陵
と
伝
八
の
関
係
と
広
村

の
歴
史
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
梧
陵
と
安
政
南
海
地
震

　

安
政
元
年
十
一
月
五
日
（
一
八
五
四
年
十
二

月
二
十
四
日
）
午
後
五
時
頃
、
紀
伊
半
島
沖
を

震
源
と
す
る
南
海
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
が

発
生
し
ま
し
た
。
襲
っ
て
く
る
津
波
か
ら
命
か

ら
が
ら
逃
れ
た
梧
陵
は
、
逃
げ
遅
れ
た
人
々
の

た
め
に
「
稲
む
ら
」（
積
み
上
げ
ら
れ
た
稲
わ

ら
の
束
）
に
火
を
付
け
て
避
難
路
を
示
し
ま
し

た
。「
稲
む
ら
の
火
」
の
物
語
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

写真１　国史跡　広村堤防
　　　　現在も防潮堤としての役割を果たしています。

稲
む
ら
の
火
の
館
所
蔵

　
「
渋
谷
家
文
書
」

表
１　
濱
口
梧
陵
略
歴

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
収
集
資
料
の
紹
介

「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
収
集
資
料
の
紹
介

年
号

西
暦

年
齢

出
来
事

文
政
三
年

一
八
二
〇

1

六
月
十
五
日　
誕
生

天
保
二
年

一
八
三
一

12

本
家
へ
養
子
に
入
る

嘉
永
五
年

一
八
五
二

33

私
塾
、
稽
古
場
を
開
設

嘉
永
六
年

一
八
五
三

34

家
督
相
続
し
、
儀
兵
衛
を
襲
名
す
る

嘉
永
七
年

安
政
元
年

一
八
五
四

35

十
一
月
五
日　
安
政
南
海
地
震

慶
応
二
年

一
八
六
六

47

稽
古
場
を
耐
久
社
と
命
名

明
治
元
年

一
八
六
八

49

紀
州
藩
勘
定
奉
行
と
な
る

明
治
三
年

一
八
七
〇

51

家
業
を
退
き
梧
陵
を
名
乗
る

明
治
十
二
年
一
八
七
九

60

和
歌
山
県
初
代
県
議
会
議
長
と
な
る

明
治
十
八
年
一
八
八
五

66

渡
航
先
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
死
去

稲
む
ら
の
火
の
館
展
示
要
覧
を
も
と
に
作
成
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写真２　稲むらの火の館所蔵「夏の夜かたり」
　　　　（公開している画像は、マイクロフィルム撮影による白黒画像です）

　

ほ
か
に
も
梧
陵
は
、
復
興
時
に
お
け
る
、
広

橋
の
再
建
、
仮
小
屋
（
仮
設
住
宅
）
の
建
設
、

広
村
堤
防
工
事
の
陣
頭
指
揮
を
と
り
ま
し
た
。

こ
の
広
村
堤
防
は
、
津
波
の
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、

被
災
し
た
村
人
た
ち
の
就
労
支
援
と
租
税
免
除

を
名
目
と
し
て
建
設
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
。「
夏
の
夜
か
た
り
」
に
は
、
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

広
村
ノ
租
税
ヲ
軽
減
ス
ル
ノ
方
法
ト
シ
テ
価

格
ノ
高
キ
モ
ノ
ヲ
◎
堤
防
シ
キ
地
ト
ナ
シ
置

キ
其
後
海か

い

嘯し
ょ
う

堤
防
ト
云
フ
名
目
ノ
モ
ト
ニ

之こ

レ
ヲ
ツ
ブ
シ
且か

ツ
破
壊
家
屋
ヲ
ス
テ
ル
場

所
ヲ
兼
ネ
テ

　

つ
ま
り
、
広
村
の
租
税
（
土
地
に
対
す
る
税

金
）
を
軽
減
す
る
方
法
と
し
て
価
格
（
土
地
代
）

の
高
い
場
所
を
堤
防
の
敷
地
と
し
、
そ
の
後
海

嘯
堤
防
（
防
波
堤
）
と
い
う
名
目
の
下
に
土
地

を
潰
し
、
か
つ
（
地
震
と
津
波
に
よ
っ
て
）
破

壊
さ
れ
た
家
屋
等
の
廃
棄
場
所
を
兼
ね
た
」
と

あ
り
ま
す
。（
写
真
２
、
赤
線
部
分
）

　

広
村
堤
防
は
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
す
ぐ
掘
り
返
し
て
真
偽
を
確

か
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も
広
村

発
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
た
梧
陵
な
ら
、
い

か
に
も
考
え
そ
う
な
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
伝
八
は
、

「
ツ
ナ
ミ
」
ニ
「
ス
ス
キ
」
ヘ
火
ヲ
付
ケ

シ
如
キ
ハ
決
シ
テ
大
恩
ト
云
フ
ニ
ア
ラ

ズ
広
村
永
遠
ノ
救
済
策
ヲ
講
セ
ラ
レ
シ

コ
ト
コ
ソ
大
恩
有こ

れ
あ
る
い
わ
れ

之
所
謂
ナ
リ

と
、「『
稲
む
ら
の
火
』（
こ
こ
で
は
稲
む
ら
を『
ス

ス
キ
』
と
表
現
）
は
、
決
し
て
大
恩
と
言
え
る

も
の
で
は
な
く
、
広
村
永
遠
の
救
済
策
を
講
じ

ら
れ
た
こ
と
こ
そ
が
大
恩
の
い
わ
れ
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、「
広
村
永
遠
の
救
済
策
」
と
は
、
い
っ

た
い
ど
ん
な
策
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
広
村
郷
土
史
と
し
て
の
「
夏
の
夜
か
た
り
」

　

と
こ
ろ
で
、「
夏
の
夜
か
た
り
」
と
い
う
の
は
、

表
紙
に
書
か
れ
て
い
る
タ
イ
ト
ル
で
、
１
ペ
ー

ジ
目
に
は
「
広
村
郷
土
史
」
と
も
書
か
れ
て
い

る
と
お
り
、
こ
の
冊
子
に
は
安
政
地
震
や
津
波

に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
渋
谷
伝
八
が
見
聞
き
し
た
広
村
の

歴
史
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

梧
陵
は
、
安
政
地
震
以
前
か
ら
広
村
の
発
展

を
企
図
し
て
、
漁
師
の
誘
致
や
広
橋
の
架
け
替

え
、異
国
船
襲
来
に
備
え
た
浦
組
の
編
成
と
「
稽

古
場
」
の
創
設
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
地
震
後
に
は
、
広
村
堤
防
の
建
設
、
明
治

期
に
は
広
商
会
の
設
立
な
ど
村
の
教
育
・
産
業

振
興
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

伝
八
は
、
梧
陵
の
将
来
を
見
据
え
た
対
策
を

「
広
村
永
遠
の
救
済
策
」
と
考
え
、
こ
れ
こ
そ

が
「
大
恩
」
で
あ
る
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

◆
杉
村
楚そ

人じ
ん

冠か
ん

も
参
考
に
し
た
⁉

　

梧
陵
の
生
涯
や
事
績
を
調
べ
る
時
、
よ
く
用

い
ら
れ
る
の
が
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に

出
版
さ
れ
た
、
杉
村
楚
人
冠
の
『
濱
口
梧
陵
伝
』

（
以
下
、『
梧
陵
伝
』）
で
す
。

　

著
者
の
杉
村
楚
人
冠
は
、
本
名
を
広
太
郎

と
い
い
、
元
紀
州
藩
士
の
子
と
し
て
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
に
誕
生
、
同
二
十
四

年
（
一
八
九
一
）
和
歌
山
新
報
社
に
入
社
し
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

楚
人
冠
は
、『
梧
陵
伝
』
を
執
筆
す
る
に
あ

た
っ
て
、
巻
頭
語
で
資
料
収
集
に
協
力
し
て
く

れ
た
人
々
に
対
し
て
謝
辞
を
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
伝
八
の
名
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、『
梧
陵

伝
』
の
「
十
、
海
嘯
襲
来
」
の
項
に
は
「
夏
の

夜
か
た
り
」
と
同
じ
よ
う
な
文
章
が
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
出
て
く
る
の
で
、
楚
人
冠
は
「
夏
の
夜
か

た
り
」の
記
述
も
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
で
の
公
開

　

令
和
二
年
八
月
二
十
五
日
、
国
立
国
会
図
書

館
に
よ
る
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
の
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
と
は
、
書
籍
、
文

化
財
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
な
ど
、
多
様
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
ま
と
め
て
検
索
で
き
る
「
国
の
分
野
横

断
型
統
合
ポ
ー
タ
ル
」
で
す
。

　

当
館
か
ら
は
、「
渋
谷
家
文
書
」
と
当
館
所

蔵
の
「
和
歌
山
県
営
繕
技
師
増
田
八
郎
関
係
資

料
」
を
公
開
し
ま
す
。

（
砂
川　

佳
子
）
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耐
久
高
校
所
蔵

　
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」

 

◆
耐
久
高
校
と
耐
久
梧
陵
文
庫

　

和
歌
山
県
立
耐
久
高
校
は
、
濱
口
梧
陵
ら
が

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
設
立
し
た
、「
稽

古
場
」に
端
を
発
す
る
伝
統
校
で
す
。「
稽
古
場
」

は
、
梧
陵
の
ほ
か
地
元
の
有
力
者
で
あ
っ
た
、

濱
口
東
江
、
岩
崎
明
岳
の
協
力
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は

名
称
を
「
耐
久
社
」
と
改
め
、
規
則
の
ほ
か
学

則
と
掲
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）。

　

そ
の
後
、
学
制
の
改
革
や
私
立
か
ら
県
立
へ

と
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
、
二
年
後
の
令
和
四
年

に
は
、
創
立
一
七
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

  　
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
は
、
明
治
期
に
活
躍
し

た
地
元
の
有
力
者
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
書
籍

の
総
称
で
す
。
地
域
の
偉
人
で
あ
る
濱
口
梧
陵

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
書
籍
は
、
耐
久
高
校
に
お
い
て
長

ら
く
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
か
ら
和
歌
山
大
学
橋

本
唯
子
准
教
授
の
指
導
の
も
と
、
耐
久
高
校
生

徒
及
び
教
員
、
同
窓
会
の
皆
様
に
加
え
和
歌
山

大
学
生
と
当
館
職
員
も
参
加
し
て
、
資
料
整
理

と
デ
ー
タ
入
力
が
行
わ
れ
、
三
、四
七
〇
冊
の

書
籍
が
目
録
化
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）。

 

◆
濱
口
容
所
に
よ
る
寄
附

 　

こ
れ
ら
の
書
籍
の
多
く
は
、
東
濱
口
家
の

九
代
当
主
で
あ
っ
た
吉
右
衛
門
（
号
「
容
所
」）

に
よ
る
も
の
で
一
、二
四
九
冊
が
数
え
ら
れ
ま

す
。

　

容
所
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
生
ま
れ
、

成
長
し
て
慶
応
義
塾
大
学
で
学
び
、
家
業
の
醤

油
醸
造
業
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
耐
久

社
を
設
立
し
た
祖
父
東
江
の
遺
志
を
継
ぎ
、
耐

久
学
舎
舎
長
を
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
中
学
校
令
の
発
布
に

伴
い
、
私
立
耐
久
中
学
校
校
主
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
校
訓
と
し
て
掲
げ
る
、「
真
・
健
・
美
」

が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
時
の
こ
と
で
す
。

真
…
真
理
を
研
究
し
言
行
を
誠
実
に
す
べ
し

健
…
身
心
を
鍛
練
し
意
志
を
鞏

き
ょ
う

固こ

に
す
べ
し

美
…
情
操
を
涵か

ん

養よ
う

し
徳
義
を
尊
重
す
べ
し

　

容
所
が
寄
附
し
た
書
籍
に
は
、「
御ぎ
ょ

風ふ
う

楼ろ
う

」

と
い
う
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数

あ
り
ま
す
。「
御
風
楼
」
と
い
う
の
は
、
容
所

に
よ
っ
て
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
頃
に

建
て
ら
れ
た
三
階
建
て
の
和
風
建
築
で
す
。
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、「
平
面

構
成
、
内
部
意
匠
、
細
部
造
作
と
も
に
独
創
性

に
富
ん
で
お
り
、
価
値
が
高
い
。」
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
、３
）。　

　     　

◆
公
開
す
る
資
料

　
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
は
大
部
に
及
ぶ
こ
と
か

ら
、
次
の
５
点
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
令
和
二
年
十
一
月
五
日
の
世
界
津
波
の

日
に
あ
わ
せ
て
公
開
予
定
で
す
。

　

貞
じ
ょ
う

観が
ん

政せ
い

要よ
う

　

中
国
唐
の
皇
帝
太
宗
の
言
行
録
で
、
帝
王
学

の
指
南
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、

紀
州
藩
の
藩
校
学
習
館
所
蔵
の
も
の
を
校
訂

し
、文
政
六
年（
一
八
二
三
）和
歌
山
の
本
屋（
綛

田
屋
平
右
衛
門
、
帯
屋
伊
兵
衛
）
か
ら
出
版
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

落
葉
の
錦

　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
紀
州
藩
に
仕
え

た
国
学
者
で
あ
る
、
本
居
宣
長
・
大
平
の
遺
墨

を
中
心
と
し
た
展
観
が
行
わ
れ
た
際
の
図
録
で

す
。
和
歌
山
に
お
い
て
兄
弟
で
本
屋
を
営
ん
で

い
た
、
阪
本
屋
喜
一
郎
・
大
二
郎
に
よ
り
出
版

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
纂さ

ん

註ち
ゅ
う

校
本

　

明
治
十
五
年
九
月
に
出
版
さ
れ
た
『
小
学
』

と
い
う
経
書
の
注
釈
本
で
す
。
日
常
の
礼
儀
作

法
や
格
言
、
善
行
な
ど
を
集
め
、
初
学
者
用
の

教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

毛も
う
詩し

正せ
い
文ぶ
ん

　
「
毛
詩
」
と
は
、
四
書
五
経
の
う
ち
「
詩
経
」

の
別
称
で
、「
正
文
」
と
は
、
文
書
の
本
文
を

意
味
し
ま
す
。
裏
表
紙
に
容
所
の
幼
名
「
勝
之

助
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古こ

今こ
ん

銘め
い

尽
づ
く
し

　

古
今
の
名
だ
た
る
刀
剣
の
鑑
定
書
で
す
。
万

治
四
年
（
一
六
六
一
）
版
の
も
の
は
、
他
機
関

で
の
所
蔵
も
少
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
公
開
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。（

砂
川　

佳
子
）

写真２　「毛詩正文」と「御風楼」の蔵書印写真３　国重文東濱口家住宅の
うち御風楼（写真提供　広川町）

写真１　資料整理の様子

表
１　
耐
久
高
校
の
歴
史
（
抜
粋
）

年
号

西
暦

名
称

嘉
永
五
年

一
八
五
二

稽
古
場

慶
応
二
年

一
八
六
六

耐
久
社

明
治
二
十
五
年

一
八
九
二

耐
久
学
舎

明
治
四
十
一
年

一
九
〇
八

私
立
耐
久
中
学
校

大
正
九
年

一
九
二
〇

和
歌
山
県
立
耐
久
中
学
校

昭
和
二
十
三
年

一
九
四
八

和
歌
山
県
立
耐
久
高
等
学
校

「
耐
久
校
史
」
を
も
と
に
作
成
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◎
中
根
七
郎
の
経
歴

　

中
根
七
郎
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に

和
歌
山
市
で
誕
生
、
同
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

結
婚
を
機
に
中
根
家
へ
入
り
ま
し
た
。
日
高
郡

役
所
を
皮
切
り
に
、
和
歌
山
県
庁
、
東
牟
婁
郡

の
公
務
員
と
し
て
勤
務
し
、
新
宮
銀
行
支
配
人

と
な
っ
て
公
務
を
離
れ
ま
す
が
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
古
座
町
助
役
と
し
て
公
職
に
復

帰
、昭
和
四
年（
一
九
二
九
）ま
で
勤
め
た
の
ち
、

古
座
酒
造
会
社
支
配
人
を
最
後
に
引
退
し
ま
し

た
（
表
１
）。

◎
中
根
文
庫
と
串
本
古
座
高
校

　

中
根
文
庫
は
、
七
郎
が
収
集
・
書
写
し
た

二
〇
一
点
に
の
ぼ
る
書
籍
の
総
称
で
す
。
七
郎

は
、
古
座
町
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、『
東
牟
婁

郡
誌
』
編
さ
ん
に
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
郷
土

の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
、
事
実
『
東

牟
婁
郡
誌
』
編
纂
顛
末
に
も
「
中
根
七
郎
は
公

務
倥こ

う

惚そ
う

の
裡う

ち

に
在
り
て
資
料
蒐し

ゅ
う

集し
ゅ
うの

任
に
当

た
れ
り
」
と
、
公
務
多
忙
の
な
か
郷
土
資
料
の

収
集
に
尽
力
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

七
郎
の
没
後
、
書
籍
は
和
歌
山
県
立
古
座
高

校
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
が
、
串
本
高
校
と
の
統

合
に
よ
り
、
現
在
は
串
本
古
座
高
校
で
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
中
根
文
庫
の
特
徴

　
『
東
牟
婁
郡
誌
』
を
編
さ
ん
す
る
た
め
に
七

郎
は
、
助
役
を
勤
め
た
①
古
座
周
辺
、
②
新
宮

領
、
③
田
辺
領
、
④
紀
州
藩
（
現
在
の
三
重
県

を
含
む
）
と
広
範
囲
に
及
ぶ
資
料
を
集
め
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、土
地
の
歴
史
や
文
化
、宗
教
、

災
害
、
動
植
物
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
②
新
宮
領
に
関
す
る
資
料
で
は
、

本
書
ハ
養
祖
父
カ
新
宮
県
ニ
奉
職
中
新

宮
藩
庁
の
旧
記
を
写
し
置
か
れ
た
る
も

の
な
る
こ
と
ハ
筆
跡
と
末
尾
の
年
号
に

よ
り
て
知
ら
る

外
ニ
新
宮
藩
士
の
食
禄
を
写
し
た
る
も

の
に
て
蠧し

魚み

の
蝕
し
ょ
く

甚は
な
は
だし
き
も
の
あ
り
て

辛
し
て
改
写
し
置
き
た
り

右
等
に
て
考
ふ
れ
は
此
他
に
旧
記
の
写

し
た
る
も
の
少
な
か
り
し
な
ら
ん
ニ

□判
読
不
可□
も
散
逸
し
た
る
な
ら
む
惜
む
へ
き

な
り

　

つ
ま
り
、
七
郎
の
養
祖
父
で
新
宮
藩
士
で

あ
っ
た
徳
左
衛
門
正
晃
が
、
新
宮
藩
で
会
計
掛

を
つ
と
め
て
い
た
頃
に
新
宮
藩
庁
で
保
管
し
て

い
た
古
い
記
録
を
写
し
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
筆
跡
と
末
尾
の
年
号
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

こ
の
旧
記
の
ほ
か
に
新
宮
藩
士
の
禄
高
を
写
し

た
も
の
は
、
シ
ミ
に
よ
る
虫
損
が
甚
だ
し
い
も

の
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
辛
う
じ
て
写
し
置
い
た

も
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ
の

ほ
か
に
も
古
い
記
録
を
写
し
た
も
の
が
少
な
く

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
散
逸
し

て
し
ま
っ
た
の
か
、
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
、

と
記
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

明
治
の
世
に
な
っ
て
不
要
と
さ
れ
た
文
書

は
、
虫
に
食
わ
れ
た
り
、
天
災
に
遭
遇
し
た
り
、

捨
て
ら
れ
た
り
し
て
、
原
本
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
七
郎
が

写
し
取
っ
て
い
た
た
め
、
現
在
も
そ
の
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
（
表
紙
写
真
）。

◎
郷
土
史
家
と
の
交
流

　
「
新
宮
藩
御
勘
定
方
旧
記
」
以
外
で
も
、
七

郎
は
文
書
の
冒
頭
や
あ
と
が
き
に
、
原
本
の
所

蔵
者
や
入
手
経
路
の
ほ
か
、
何
年
何
月
何
日
か

ら
何
日
ま
で
か
か
っ
て
筆
写
し
た
、
と
い
う
こ

と
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

交
友
関
係
で
目
立
つ
の
は
、
田
辺
の
宇
井
縫

蔵
と
日
高
の
森
彦
太
郎
の
二
人
で
す
。
両
者
と

も
教
員
を
し
な
が
ら
、
郷
土
史
研
究
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

宇
井
縫
蔵
と
は
頻
繫
に
本
の
貸
し
借
り
を
し

て
お
り
、
田
辺
市
立
図
書
館
で
所
蔵
す
る
宇
井

文
書
の
リ
ス
ト
を
見
て
も
、
中
根
文
庫
と
重
複

す
る
も
の
が
多
々
見
ら
れ
ま
す
。

　

森
彦
太
郎
か
ら
は
、
署
名
入
り
の
『
紀
州
文

献
日
高
近
世
史
料
』
を
は
じ
め
と
し
た
印
刷
刊

行
本
を
贈
呈
さ
れ
て
お
り
、
郷
土
史
家
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
◎
コ
ピ
ー
機
の
な
い
時
代
に
…

　

先
ほ
ど
、
中
根
文
庫
は
七
郎
が
収
集
・
書
写

し
た
書
籍
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
約
二
百
点
の

う
ち
、
半
数
以
上
が
筆
写
本
、
つ
ま
り
、
七
郎

み
ず
か
ら
一
字
一
字
書
き
写
し
て
複
製
品
を

作
っ
た
の
で
し
た
。
コ
ピ
ー
機
の
な
か
っ
た
時

代
、
そ
れ
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

郷
土
の
歴
史
に
対
す
る
七
郎
の
情
熱
に
は
、
頭

が
下
が
る
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
、「
熊
野
史
関
係
書
目
」（
一
三
八
七
二
）

に
七
郎
が
記
し
た
、
郷
土
史
に
関
す
る
見
識
を

ご
覧
に
い
れ
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
史
資
料
ノ
蒐
集
ハ
中
々
多
ク
ノ
労
力
ト　

　

時
間
ト
ヲ
要
ス

・
修
史
ハ
労
力
ア
レ
ハ
誰
ニ
テ
モ
出
来
ル
モ
ノ

　

ニ
非
ス

・
書
籍
ハ(

略)

損
シ
ヌ
様
大
事
ニ
扱
ヒ
保
存
シ

　

タ
シ 

必
要
ナ
ル
人
ニ
ハ
与
ヘ
テ
モ
可
ナ
リ

・
書
籍
ハ
貸
サ
ヌ
コ
ト
也　

返
サ
ヌ
人
多
シ

　

苦
労
し
て
収
集
し
た
資
料
が
返
却
さ
れ
ず
、

悲
し
い
思
い
を
し
た
よ
う
で
す
。（

砂
川　

佳
子
）

表
１　
中
根
七
郎
略
歴

写真１　「新宮藩御勘定方旧記」
（中根文庫　資料番号４０７３）

串
本
古
座
高
校
所
蔵

　
「
中
根
文
庫
」

年
号

西
暦

年
齢

出
来
事

明
治
四
年

一
八
七
一

0

四
月
十
三
日
遠
藤
一
郎
の
五
男
と

し
て
和
歌
山
市
元
寺
町
に
誕
生

明
治
二
〇
年
一
八
八
七

16

日
高
郡
役
所
雇
員
と
な
る

（
十
二
月
末
辞
職
）

明
治
二
二
年
一
八
八
九

18

和
歌
山
県
庁
雇
員
と
な
る

明
治
二
八
年
一
八
九
五

24

中
根
家
の
嗣
と
な
る

明
治
二
九
年
一
八
九
六

25

東
牟
婁
郡
書
記
と
な
る　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
正
二
年
ま
で
）

大
正
二
年

一
九
一
三

42

新
宮
銀
行
支
配
人
と
な
る　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
正
十
年
ま
で
）

大
正
十
二
年
一
九
二
三

52

古
座
町
助
役
と
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
四
年
六
月
ま
で
）

昭
和
四
年

（
昭
和
五
年
一
月
）

一
九
二
九

59

古
座
酒
造
会
社
支
配
人
と
な
る

（
昭
和
八
年
十
一
月
ま
で
）

昭
和
十
一
年
一
九
三
六

65

京
都
市
に
転
住

昭
和
三
二
年
一
九
五
七

86

七
月
二
日
、
死
去

『
校
訂　
古
座
史
談
』
及
び
橋
爪
啓
「
中
根
七
郎
先
生
の
こ
と
」
和
歌
山

県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
史
研
究
』
第
２
号
を
も
と
に
作
成
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こ
れ
ら
の
書
籍
は
梧
陵
の
活
躍
の
裏
に
彼
自

身
や
地
域
社
会
の
高
い
文
化
水
準
が
あ
っ
た
こ

と
を
現
代
に
伝
え
る
か
け
が
え
の
な
い
資
料
群

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
和
歌
山
県
立
図
書
館　

松
本　

泰
明
）

　

今
年
、
令
和
二
年
は
濱
口
梧
陵
（
一
八
二
〇

～
一
八
八
五
）
の
生
誕
か
ら
二
〇
〇
年
に
あ
た

る
年
で
す
。

　

県
立
図
書
館
と
文
書
館
で
は
合
同
で
七
月

十
八
日
か
ら
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
「
濱
口
梧

陵
と
梧
陵
文
庫
」
と
題
し
、
企
画
展
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

①「
濱
口
梧
陵
の
事
績
」パ
ネ
ル
展
示（
写
真
１
）

　

濱
口
梧
陵
の
生
涯
と
活
躍
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
会
場
：

エ
ン
ト
ラ
ン
ス　

七
月
十
八
日
～
八
月
十
二

日
、
一
階
図
書
館
閲
覧
室　

八
月
十
四
日
～

十
二
月
二
十
七
日
）

  ②
「
濱
口
梧
陵
文
庫
」
パ
ネ
ル
・
ケ
ー
ス
展
示

　
「
濱
口
梧
陵
文
庫
」
は
、
平
成
二
十
四
年
に 写真１「濱口梧陵の事績」パネル展示

写真３「濱口梧陵文庫」２階文書館パネル展示

子
孫
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
梧
陵
の
蔵
書
約

五
、七
〇
〇
冊
で
す
。
濱
口
梧
陵
は
地
理
、絵
図
、

歴
史
、
漢
詩
、
海
防
関
連
な
ど
幅
広
い
分
野
に

興
味
を
持
ち
、
収
集
し
ま
し
た
。
蔵
書
の
規
模

は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
お
い
て
民
間
人
と
し

て
は
日
本
有
数
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

一
階
図
書
館
閲
覧
室
パ
ネ
ル
展
示
（
写
真
２
）

で
は
「
濱
口
梧
陵
文
庫
」
の
規
模
や
書
籍
に
ま

つ
わ
る
梧
陵
の
交
友
関
係
、
梧
陵
の
蔵
書
印
な

ど
文
庫
を
知
る
上
で
の
基
本
情
報
を
紹
介
し
ま

す
。

　 　

二
階
文
書
館
パ
ネ
ル
展
示
（
写
真
３
）
で
は
、

「
濱
口
梧
陵
文
庫
」
の
代
表
的
な
書
籍
を
次
の

五
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

・「
漢
籍　
歴
史
書
」

　

梧
陵
の
書
込
み
が
あ
る
『
資し

治じ

通つ

鑑が
ん

』
等

・「
漢
籍　
地
理
書
」

　

梧
陵
の
書
込
み
が
あ
る
『
海か

い

国こ
く

図ず

志し

』
等

・「
漢
籍　
濱
口
梧
陵
文
庫
の
至
宝　
武
英
殿　

　
本
」

中
国
屈
指
の
精
密
な
出
版
物
『
万ま
ん

寿じ
ゅ

盛せ
い

典て
ん

図ず

』（
写
真
４
）
や
乾
隆
帝
所
蔵
青
銅
器

図
録
『
西せ
い

清し
ん

古こ

鑑が
ん

』
等

・「
和
本　
古こ

碧へ
き

吟ぎ
ん

社し
ゃ

と
菊
池
海
荘
」

湯
浅
・
広
地
方
の
文
化
人
等
が
結
成
し
た

漢
詩
結
社
「
古
碧
吟
社
」（
写
真
５
）
や
、

同
社
の
代
表
的
詩
人
菊
池
海
荘
編
著
の
漢

詩
集

・「
和
本　
海
防
・
兵
書
関
係
書
籍
」

菊
池
海
荘
や
梧
陵
の
活
動
と
直
結
す
る
海

防
・
兵
書
等

　

期
間
中
各
テ
ー
マ
の
実
物
資
料
を
図
書
館
及

び
文
書
館
で
三
期
に
わ
け
て
ケ
ー
ス
展
示
し
て

い
ま
す
。

  

写真５『古
こ
碧
へき
吟
ぎん
社
しゃ
小
しょう
稾
こう
』 写真４『万寿盛典図』

濱
口
梧
陵
生
誕
二
〇
〇
年
記
念

　
　

県
立
図
書
館
・
文
書
館
合
同
展
示

「
濱
口
梧
陵
と
梧
陵
文
庫
」

写真２「濱口梧陵文庫」１階図書館閲覧室展示
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令
和
元
年
度
に
当
館
が
寄
贈
及
び
購
入
に

よ
っ
て
新
収
し
た
古
文
書
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
番
号
付
け
、

目
録
作
り
、
複
製
物
作
成
な
ど
、
皆
様
に
利
用

い
た
だ
く
た
め
の
整
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
整
理
中
の
文
書
は
、
出
納
に
時
間
が
か

か
っ
た
り
、
御
利
用
に
な
れ
な
か
っ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
御
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
当
館
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

巽
三
郎
旧
蔵
文
書

　

考
古
学
者
で
県
史
専
門
委
員
等
を
務
め
た
故

巽
三
郎
氏
の
遺
品
（
採
集
・
収
集
し
た
考
古
・

歴
史
資
料
）
の
う
ち
、
古
文
書
約
二
〇
〇
点
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

原
出
所
が
異
な
る
次
の
文
書
が
あ
り
ま
す
。

①
「
覚
源
抄
」
一
点

　
　

文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
写

②
「
蜑
行
書
云
々
文
書
」
一
点

　

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
十
月
四
日
、
加

太
（
現
和
歌
山
市
）
で
異
国
船
（
ロ
シ
ア
の

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
一
行
）
を
応
接
し
た
際
に
通

訳
に
動
員
さ
れ
た
名
屋
浦
（
現
御
坊
市
）
の

漂
流
人
江
崎
太
郎
兵
衛
に
書
か
せ
た
欧
文

③
「
井
上
家
古
文
書
」
約
一
五
〇
点

　

伊
都
郡
端は

場ば

村
（
現
橋
本
市
高
野
口
町
伏ふ
し

原は
ら

）
の
庄
屋
・
副
戸
長
等
を
務
め
た
井
上
家

の
古
文
書
で
、
同
村
検
地
帳
・
名
寄
帳
、
同

村
内
浄
土
真
宗
寺
院
（
蓮
香
寺
・
大
光
寺
）

関
係
文
書
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
か

ら
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
村
内
外
の
重

大
事
件
を
書
き
上
げ
た
「
非
常
録
」
な
ど

④
「
岡
本
家
古
文
書
」
一
三
点

　

印
南
町
東
山
口
の
岡
本
氏
旧
蔵
の

・
東
山
口
村
山
上
講
文
書
八
冊
（
木
箱
入
り
）

・
下
張
文
書
三
点
（
三
箱
分
）

・
昭
和
十
九
年
二
月
稲
原
村
会
公
文
書
一
冊

・「
郷
土
教
育
資
料　

稲
原
尋
常
高
等
小
学
校　

　
（
稲
原
村
勢
）」
一
冊

⑤
菊
池
海
荘
書
簡
　
一
点

⑥
海
防
図
　
一
点

　

令
和
元
年
和
歌
山
県
外
交
史
料
展
「
外
交

史
料
と
近
代
日
本
の
あ
ゆ
み
」
出
陳

⑦
「
紀
伊
国
七
郡
地
士
名
寄
　
畠
山
殿
次
第
」　
　
　

　
一
点

⑧
「
地
所
売
渡
証
文
（
西
牟
婁
郡
田
辺
中
屋
敷

　
町
）」
明
治
十
五
年
　
一
点

⑨
〔
鎌
倉
時
代
の
経
典
〕
九
点

　

ラ
ベ
ル
に
鎌
倉
時
代
と
あ
る
が
未
確
認
、

二
点
は
大
般
若
経
で
あ
る
こ
と
が
確
実
だ

が
、
そ
の
他
は
虫
損
甚
大
の
た
め
不
明

⑩
写
本
・
板
本
・
古
新
聞
　
約
三
〇
点

　

な
お
、『
和
歌
山
県
古
文
書
目
録
Ⅳ
』（
昭
和

五
十
一
年
）
に
巽
家
文
書
一
二
二
件
の
目
録
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
上
記
の
う
ち
、
同
目

録
収
録
が
確
認
で
き
る
の
は
①
及
び
②
の
二
点

の
み
で
す
。
ま
た
、
考
古
資
料
（
出
土
遺
物
）

の
う
ち
日
高
郡
域
の
も
の
は
御
坊
市
教
育
委
員

会
が
受
け
入
れ
、
そ
れ
以
外
の
考
古
資
料
は
県

立
紀
伊
風
土
記
の
丘
が
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

中
川
皎あ
き
ら

資
料
（
有
田
川
町
清
水
）

　

明
治
末
期
か
ら
昭
和
四
十
年
代
に
亘わ
た

り
、
旧

有
田
郡
八や

幡は
た

村
・
清
水
町
で
教
師
・
郵
便
局
員

の
傍
ら
郷
土
史
家
と
し
て
活
躍
し
た
中
川
皎
が

作
成
・
取
得
し
た
三
二
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
明
治
四
十
二
年 

郷
土
誌
編
纂

ニ
関
ス
ル
件 

八
幡
村
」（
公
文
書
）
及
び
「
昭

和
四
十
二
年
度
第
一
回
清
水
町
文
化
財
保
護
審

議
委
員
会
」
の
資
料
を
除
く
三
〇
点
は
、
全
て

中
川
が
地
元
特
産
の
保や
す

田だ

紙が
み

に
墨
で
記
入
し
、

製
本
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
内
容
は
、
中

川
が
調
査
し
た
記
録
や
草
稿
、
発
表
稿
や
古
文

書
の
写
し
等
で
、
旧
清
水
町
域
に
お
け
る
紙
漉

き
を
行
っ
た
家
の
調
査
記
録
な
ど
も
あ
り
、
貴

重
で
す
。

　

な
お
、
中
川
旧
蔵
で
、
親
戚
の
彫
刻
家
建た
て

畠は
た

大た
い

夢む

か
ら
贈
ら
れ
た
大
黒
天
の
小
像
が
県
立
近

代
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
田
川
水
害
古
地
図
（
花
園
村
災
害
調
査
図
）

　

昭
和
二
十
八
年
水
害
で
の
旧
花
園
村
域
の
被

害
状
況
が
記
さ
れ
た
八
四
㎝
×
一
一
二
㎝
の
地

図
で
、
村
民
坪
井
初
太
郎
氏
に
よ
っ
て
製
作
さ

れ
た
も
の
で
す
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
が
二
枚

あ
り
ま
す
。

　

旧
同
村
役
場
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

複
製
が
作
ら
れ
、
原
本
が
か
つ
ら
ぎ
町
長
か
ら

文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

紀
州
口
六
郡
大
庄
屋
杖
突
帳
書
姓
名
付

　

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
時
点
の
も
の
と
さ

れ
る
、
紀
州
藩
領
の
う
ち
口
六
郡
（
伊
都
・
那

賀
・
名
草
・
海
士
・
有
田
・
日
高
の
各
郡
）
及

び
和
州
領
（
三
か
村
）
の
大
庄
屋
・
杖つ
え

突つ
き

・
帳

ち
ょ
う

書が
き

・
胡う

ろ
ん
も
の
あ
ら
た
め

乱
者
改
・
在ざ

い

鳥と
り

見み

（
各
助
役
も
含
む
。）

の
姓
名
を
書
き
留
め
た
帳
面
一
冊
で
す
。
古
書

店
か
ら
購
入
し
ま
し
た
。

紀
州
藩
士
古
屋
家
文
書

　

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
以
来
小
姓
と
し
て
、

隠
居
し
た
紀
州
徳
川
家
第
八
代
藩
主
重し
げ

倫の
り

に
仕

え
て
き
た
古
屋
三
兵
衛
相す
け

延の
ぶ

は
、
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）、
小
姓
頭
と
な
り
、
三
〇
〇
石

の
知
行
取
り
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
の
知
行
目

録
を
保
管
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
木
箱
に
入
っ

た
、
同
家
の
古
文
書
約
四
〇
点
を
古
書
店
か
ら

購
入
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
三
兵
衛
以
下
三
代
の
知
行
目
録
や
、

同
家
の
系
譜
、
親
類
書
、
勤
書
、
屋
敷
図
な
ど

で
す
が
、
系
譜
は
当
館
蔵
『
紀
州
家
中
系
譜
並

に
親
類
書
書
上
げ
』
に
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
相
延
が
天
明
六
年
五
月
か
ら
六
月
に

か
け
て
、
第
六
代
藩
主
宗む
ね

直な
お

、
第
七
代
藩
主
宗む
ね

将の
ぶ

及
び
重
倫
の
蔵
書
を
、
重
倫
が
仕
分
け
し
て

一
部
を
第
九
代
藩
主
治は
る

貞さ
だ

及
び
後
の
第
十
代
藩

主
治は
る

宝と
み

に
分
与
す
る
作
業
を
手
伝
い
、
そ
の
過

程
で
「
甚
は
な
は
だ

御
大
切
之の

御
帳
面
」
を
極
秘
裏
に

焼
却
し
た
こ
と
な
ど
を
記
し
た
「
日
々
勤
覚
」

や
、
寛
政
九
年
・
十
年
、
重
倫
の
妻
（
慈
譲
院
）

が
、
娘
で
あ
る
京
都
の
関
白
一
条
家
の
大
政
所

（
懿よ
し

姫
）
を
訪
問
し
た
の
に
同
行
し
た
際
の
こ

と
、
同
年
重
倫
が
内
々
に
高
野
山
を
参
詣
し
た

こ
と
な
ど
を
記
録
し
た
「
勤
書
并
覚
書
共
」
が
、

特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
文
書
と
い
え
ま
す
。

令
和
元
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介
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法
方
用
利
■

◆

に
付
受
室
覧
閲

要
必
で
等
録
目
る
あ

を
等
書
文
料
資
な

請
申
覧
閲
し
索
検

受
え
う
の
入
記
に
書

だ
く
て
し
出
提
に
付

用
利
等
書
文
。

。

。

い
さ

館
閉
は
付
受
の

30
分

す
で
で
ま
前

◆

料
資
政
行
る
い
て
し
架
配
に
棚
書
室
覧
閲

い
さ
だ
く
て
し
覧
閲
に
由
自
は
料
資
考
参

◆

申
認
承
写
複
、は
合
場
る
れ
さ
望
希
を
写
複

だ
く
て
し
出
提
に
付
受
え
う
の
入
記
に
書
請

◆◆
日
館
休
■

 

◆

と
る
な
重
と
日
休
替
振
は
又
日
祝
（
日
曜
月

）
日
平
の
後
の
そ

は
き

◆

始
年
末
年

12
月
29

◆

日
理
整
内
館

日
４
月
１
・

）
日
５

は
き
と
の
日
曜
月
（

12
月

日
曜
木
２
第

）
日
翌
の
そ
、

、

、

は
き
と
る
な
重
と
日
祝
（

間
期
理
整
別
特
・

10

）
回
１
年
（
間
日

い
な
ん
あ
ご
の
通
交
■◆

JR

ら
か
駅
市
山
歌
和
鉄
電
海
南
・
駅
山
歌
和

約
で
ス
バ

20
分

◆

分
３
約
歩
徒
車
下
停
ス
バ
松
高
ス
バ
山
歌
和

  

り
よ
だ
館
書
文
立
県
山
歌
和

第

号

和
令

２
年
９

30
月

日

発

行

行
発
・
集
編

館
書
文
立
県
山
歌
和

一
四
六
〒

－

一
五
〇
〇

七
目
丁
一
松
高
西
市
山
歌
和

－

八
三

内
館
学
志
に
く
の
き

電

話

三
七
〇

－

六
三
四

－

〇
四
五
九

Ｘ
Ａ
Ｆ

三
七
〇

－

六
三
四

－

一
四
五
九

印

刷

58
所
刷
印
口
阪
社
会
限
有

、、

、
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文
書
館
の
利
用
案
内

令
和
元
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

令
和
元
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

　

文
書
館
は
平
成
二
十
六
年
度
以
降
、
県
立
博

物
館
、県
教
育
庁
文
化
遺
産
課
、民
間
団
体
「
歴

史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
・
わ
か
や
ま
」
や
県
内
外

の
研
究
者
と
共
同
し
て
文
化
庁
補
助
金
事
業

「
地
域
に
眠
る
『
災
害
の
記
憶
』
と
文
化
遺
産

を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
和
歌
山
県
内
の
地
震
・
津
波
・

洪
水
な
ど
過
去
の
災
害
に
関
す
る
記
録
や
記
念

碑
、
言
い
伝
え
な
ど
を
調
査
し
て
今
後
の
教
訓

と
し
、
併
せ
て
地
域
の
古
文
書
、
仏
像
、
祭
礼

な
ど
文
化
財
の
確
認
も
行
い
、
将
来
の
災
害
へ

の
備
え
や
、
近
年
増
加
し
て
い
る
盗
難
対
策
と

す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
三
十
年
度
ま
で
は
毎
年
対
象
地
域
を

絞
っ
て
実
施
し
、
事
業
の
成
果
は
、
現
地
学
習

会
の
開
催
や
、
対
象
地
域
全
戸
配
付
の
冊
子
を

発
行
す
る
な
ど
し
て
、
地
元
に
還
元
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
元
年
度
は
対
象
地
域
を
絞
ら
ず
、
前
年

度
ま
で
の
調
査
の
追
加
調
査
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
冊
子
『「
災
害
の
記
憶
」
を
未
来
に
伝

え
る
―
和
歌
山
県
の
高
校
生
の
皆
さ
ん
へ
―
』

を
発
行
し
、
県
内
全
高
校
に
配
付
し
ま
し
た
。

  
文
書
館
に
は
、
和
歌
山
県
庁
の
永
久
保
存
文 

書
の
う
ち
、
事
案
完
結
後
二
〇
年
を
経
過
し
た 

も
の
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。
ま
た
、
知
事
部
局
・ 

県
議
会
事
務
局
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委

員
事
務
局
・
労
働
委
員
会
事
務
局
・
収
用
委
員

会
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・
内
水
面
漁
場
管

理
委
員
会
が
保
存
期
間
満
了
に
よ
り
廃
棄
す
る 

有
期
限
文
書
の
う
ち
歴
史
的
価
値
が
あ
る
も
の 

を
選
別
し
「
歴
史
文
書
」
と
し
て
収
集
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
文
書
館
に
引
き
継
が
れ
た
永

久
保
存
文
書
は
五
四
八
冊
で
す
。
平
成
五
年
開

館
以
降
の
累
積
冊
数
は
、
二
三
、四
九
八
冊
に

な
り
ま
し
た
。

　

歴
史
文
書
の
収
集
冊
数
は
六
〇
八
冊
で
、
そ 

の
う
ち
四
八
七
冊
が
知
事
部
局
本
課
か
ら
収
集 

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
年
、
和
歌
山
県
全
体
で 

は
、
合
計
一
八
、〇
一
六
冊
の
文
書
が
廃
棄
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
う
ち
の
二
・
七
％
が
、 

歴
史
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
開
館
以 

降
の
歴
史
文
書
の
累
積
冊
数
は
、
八
、六
〇
六 

冊
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
文
書
館
で
保
存
・
整
理 

さ
れ
、
事
案
完
結
後
三
〇
年
が
経
過
し
、
且
つ 

個
人
情
報
保
護
な
ど
の
問
題
が
な
く
な
っ
た
も 

の
か
ら
御
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。 

な
お
、
永
久
保
存
文
書
の
う
ち
、
個
人

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て

は
、
情
報
公
開
制
度
に
則
り
、
県
庁
情
報
公
開

コ
ー
ナ 

ー
で
の
御
利
用
に
な
り
ま
す
。

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

公
文
書
の
引
継
・
収
集

公
文
書
の
引
継
・
収
集


